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児童養護施設等出身者の授業料減免、奨学制度 
 新島学園短期大学（群馬県高崎市）2008年度より実施 【特待制度における児童養護施設等出身者への配慮】 本学のキリスト教的教育精神に基づき、児童養護施設等に入所している高校生で、高等学校長または児童養護施設長等の推薦がある場合には、特待生選考において配慮します。児童養護施設以外に母子支援施設・児童自立支援施設・情緒障害児短期治療施設並びに里親に委託されている児童も含みます。 【特待生制度】入学者選抜試験の成績により、次の 4種類の特待生奨学金を支給します。 特待 1種 入学金、半期分の授業料・教育研究振興費・施設設備費相当額を奨学金として支給します。 キャリアデザイン学科は 750,000円を支給します。 コミュニティ子ども学科は 765,000円を支給します。 特待 2種 入学金、半期分の教育研究振興費相当額(390,000円)を奨学金として支給します。 特待 3種 入学金相当額(250,000円)を奨学金として支給します。 特待 4種 入学金一部相当額(100,000円)を奨学金として支給します。 

 埼玉純真短期大学（埼玉県羽生市） 【福田敏南記念育英学生規程】 ●施設（児童養護施設）出身者で資生堂児童福祉奨学生制度の合格者 ●免除は、以下の２種類 
(1) 半期分の納入金（入学金を除く）免除 
(2) １年分の納入金（入学金を除く）免除 ● 期間は 2年間 

 ルーテル学院大学（東京都三鷹市） 【児童福祉給付奨学金】 ●入試出願時 児童養護施設及び里親家庭出身者で本学への入学予定者 ● 授業料より年間 30万円あるいは 20万円を免除 計 1名 ● 期間は 4年間 
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日本社会事業大学（東京都清瀬市） 【チャレンジ支援奨学金制度】 ●条件 学業成績・人物ともに優秀で家庭内事情事由により授業料の納付が困難な学生 家庭内事由の例：児童養護施設・里親家庭出身者など ※当該年度の 4月 1日現在 25歳未満対象  ●金額 本学授業料相当額（年額 535,800円）または半額を減免 ●募集 2年生以上前年度の 1月、1年生 7月  ●備考 期間は 4年間、但し 2年度以降は毎年審査あり。 ●2012年度 受給学生数 
 学部：1年次生 1名、2年次生 1名、3年次生 1名、4年次生 1名 

 東京家政学院大学（東京都町田市）2013年年度より実施 【児童養護施設等からの入学者を対象とした学費等減免制度】 ●対象 対象学部・学科：現代生活学部 人間福祉学科 応募資格：児童養護施設等に在籍し、入学を希望する女子 募集人数：5 名 ●減免内容 入学金：免除、授業料・施設設備資金：4 年間にわたり半額免除 
4 年間の免除総額： （授業料 77 万円+施設設備資金 25 万円)÷2×4 年間＝合計 204 万円 

 和泉短期大学（神奈川県相模原市） 【和泉短期大学児童福祉奨学金 】 ●児童養護施設に入所している児童及び里親家庭に措置されている児童で、本学に入学した学生に対して、就学支援をすることを目的とし授業料を減免する。 ●授業料のうち入学初年度後期分 10万円、次年度前後期分 20万円、合計 30万円を免除 
 北陸学院大学（石川県金沢市） 【児童養護施設等奨学生】 ● 給付金額 授業料：50％免除 施設設備費：50％免除 入寮寄付金及び寮費：100％免除 ● 児童養護施設等の措置児童で勉学に意欲を持ち、かつ、将来的志向が明確な者  ● 給付期間 4年間 
 日本福祉大学（愛知県知多郡）2010年度より実施 【学費減免特別奨学制度】 
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●以下の対象者で、高い学習意欲・目的意識を持ち、職業意識が明確であり、学費などの支払に困窮している者 （１） 学費減免特別奨学生Ａ １）家庭状況・居住地が、以下の者であること。 
 施設入所者（児童養護施設等）、兄弟姉妹が本人を含め 3人以上の者、父子・母子家庭、三世代同居、要介護認定・障害者認定を受けた者との同居、過疎地域自立促進特別措置法における対象地域等本学が定める地域に居住する者等。 ２）国家試験、資格等への挑戦意欲を持つ者であること（以下、例示） 
 国家公務員、地方上級、2 種類の国家試験、公認会計士、税理士、英検準１級以上の合格、ＴＯＥＩＣ７３０点以上のスコア獲得、社会調査士の取得などや、スポーツ系サークルにおいて全国大会等への出場をめざす意欲が高い者。 ３）入試区分 ＡＯ入学試験、スポーツ推薦入学試験を利用して受験する者。 （２）学費減免特別奨学生Ｂ １）家庭状況・居住地・家計状況が、以下の者であること 施設入所者（児童養護施設等）、兄弟姉妹が本人を含め 3人以上の者、父子・母子家庭、三世代同居、要介護認定・障害者認定を受けた者との同居、過疎地域自立促進特別措置法における対象地域等本学が定める地域に居住する者、又は主たる家計支持者の年収が５５０万円以下であること。 ２）職業意識が明確であり、高い目的意識・学習意欲があること。 ３）入試区分 ＡＯ入学試験、スポーツ推薦入学試験を利用して受験する者。 ●採用人数・学費の減免額等 （１）採用人数 １） 学費減免特別奨学生Ａ    ４０名 ２） 学費減免特別奨学生Ｂ   １００名 （２）学費の減免額（０９年度学費で試算） １）学費減免特別奨学生Ａ（４年間半額分） ２）学費減免特別奨学生Ｂ（初年度半額分） 

 中部学院大学・短期大学部（岐阜県関市） 【資生堂児童福祉奨学金プラス（給付）】 ●対象者 中部学院大学子ども学部及び中部学院大学短期大学部幼児教育学科で学び、資生堂児童福祉奨学生の資格を有する学生  ●『資生堂児童福祉奨学生』とは 入試時に児童養護施設に入所している児童あるいは里子で、将来児童福祉分野での活動を目的として大学、短期大学、専門学校へ入学する方を資生堂児童福祉奨学生として



- 4 - 
 

支援します。 ●給付額 年額 300,000 円を各年度毎に卒業年次まで支給する。資生堂児童福祉奨学金 50 万円＋本学奨学金 30万円＝80万円支給(返済不要)  ●募集時期 希望者は資生堂児童福祉奨学生であることを証する書類と共に学生課に申請する。  奈良佐保短期大学（奈良県奈良市） 【児童養護施設・里親家庭 奨学助成制度】 ●対象者 次の 1～3のいずれかに該当し、勉学意欲が強く、経済的に就学が困難で、高等学校長が推薦する者 
1. 児童養護施設に入所している者 
2. 児童養護施設を退所した 20歳以下の者（平成 26年 4月 1日現在の満年齢） 
3. 児童相談所の措置で里親に養育されている者  ●奨学金 納付金より各期 250,000円を最長 2年間免除  

 山口福祉文化大学（山口県萩市） 2008年度より実施 【学生奨学制度(児童養護施設出身者)】 ●対象者 ①平成 22年３月児童養護施設を退所する者で、本学の学則を遵守し修学する強い意志を持つ者。 ②児童養護施設を既に退所し、入学時に於いて満 22歳以下の者で、新たに本学への進学を希望する者。 ③原則として、基礎的な生活資金等は日本学生支援機構等奨学金団体の奨学金で賄える者。 
 ＊但し、①．②に該当する者であっても親や親族の支援を受けられる者は適用対象外とします。 
 ＊里親家庭に措置されている児童（または措置解除後も里親家庭のもとで同居している者）の本奨学金制度適用については、相談に応じます。 ●入学金半額､授業料･施設設備費･維持費 1･2年全額 3･4年半額 

 沖縄大学（沖縄県）2014年４月より実施 沖縄大学は推薦入試合格者の授業料を４年間全額免除する奨学生制度を始める。県内大学では初で、全国的にも４年間の全額免除は珍しいという。（詳細不明） 


